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今からおよそ半世紀前。日本は秋に開催された東
京オリンピックを契機に、再び世界の仲間入りを果
たした。同年、それまで設けられていた日本人の海
外渡航制限が年１回の制限付きながらも撤廃され
る。遠い世界に旅立つきっかけとなったのは、日本
独自のパッケージツアーの誕生だった。今回はジャ
ルパック50年の歴史と日本を振り返ってみよう。

半
世
紀
以
上
前
の

話
に
な
る
。
敗
戦
の
痛
手
さ
め
や
ら
ぬ

一
九
四
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
五
〇
年
代
、

日
本
人
の
国
際
舞
台
で
の
活
躍
は
、国

民
に
活
力
を
与
え
て
い
た
。
代
表
的
な

人
物
を
上
げ
る
と
一
九
四
九
年
、水
泳

自
由
形
で
い
く
つ
も
の
世
界
記
録
を
樹

立
し
「
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
」
と
称

さ
れ
た
古
橋
広
之
進
、同
年
日
本
人
初

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
湯
川
秀
樹
、

五
一
年
「
羅
生
門
」
で
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国

際
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
黒

澤
明
、五
二
年
ボ
ク
シ
ン
グ
フ
ラ
イ
級

で
日
本
人
初
の
世
界
王
者
と
な
っ
た
白

井
義
男
、五
三
年
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
第

三
位
と
な
っ
た
伊
東
絹
子
、五
四
年
と

五
六
年
に
世
界
卓
球
選
手
権
で
優
勝
し

た
荻
村
伊
智
朗
。
五
九
年
に
は
ブ
ザ
ン

ソ
ン
国
際
指
揮
者
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝

し
た
小
沢
征
爾
と
続
く
。こ
こ
ま
で
が

「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」
の
時
代
。そ

し
て
、「
国
破
れ
ど
も
再
び
勃た

て
り
」

と
な
っ
た
の
が
、一
九
六
四
年
一
〇
月

に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ

っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、

競
技
施
設
や
ホ
テ
ル
、モ
ノ
レ
ー
ル
、首

都
高
速
道
路
な
ど
、様
々
な
イ
ン
フ
ラ

が
急
ピ
ッ
チ
に
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

東
海
道
新
幹
線
の
開
通
は
、な
ん
と
開

会
式
の
九
日
前
と
な
っ
た
。

　
一
方
の
「
経
済
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
敗
戦
後
、日
本
の
貿
易
は
占
領
軍
に

よ
っ
て
完
全
に
管
理
さ
れ
て
い
た
が
、

一
九
四
七
年
に
は
、部
分
的
に
民
間
貿

易
が
再
開
さ
れ
、四
九
年
に
は
一
ド
ル

三
六
〇
円
の
固
定
為
替
レ
ー
ト
が
設
定

さ
れ
た
。も
ち
ろ
ん
当
時
の
日
本
に
国

年
1964

1965

1966

1967

1968

1969

1970

4月 外貨枠年間 1人 500 米ドルで渡航自由化
10月 新幹線開業　東京オリンピック開催

外貨枠 1回 500 米ドルに引き上げ
5 月 太平洋団体包括旅行（GIT）運賃導入

太平洋 15人以上の団体包括旅行
（GIT）運賃導入
メキシコオリンピック開催
外貨枠 700 米ドルへ増額
11月 欧州線バルク運賃導入

外貨枠 1000 米ドルヘ増額
1月 太平洋線バルク運賃導入　3月 大阪万博開幕
12 月 パスポート5 年間有効に

※外貨持ち出し制限は1971年に3000ドルに増額され、1978年に制限枠が撤廃された。 資料／ IATA、日本旅行業協会、旅行開発10年史

6月 ルフトハンザドイツ航空東京就航
12 月 JALトラベルローン開設
5 月 日本航空北回りのロンドン、パリ線開設

11月 日本航空ニューヨーク線開設

3 月 日本航空世界一周線開設
4月 日本航空モスクワ線開設
8 月 日本航空バンクーバー線開設

5 月 英国航空、北回りロンドン線開設
9月 パン・アメリカン航空ニューヨーク線開設
　　日本航空、シドニー線開設
3 月 パン・アメリカン航空太平洋線にB747導入
7月 日本航空 B747就航
10月 日本航空グアム線開設

5 月 主要旅行業 5 社共同ハワイツアー出発
7月 スイス航空、パッケージツアー「プッシュボタン」を発売
1月 ジャルパック発売　2 月 AMEX ハワイツアー発売 
4月 ジャルパック、第一陣ヨーロッパ出発 
パンナムホリデー発売
8 月 JALKIT 発売　AFセシボンツアー発売 
AF セシボンツアー発売 LHオイローパツアー発売 
SK バイキングツアー発売 BAローズツアー発売
3 月 ジャルパック、世界一周と「ヤング・ヨーロッパ」発売

7月 JTB、名称をルックに統一
9月 NOE、ジェットツアー発売

4月 JAL、旅行開発（株）を設立

ホールセーラー各社、ハワイ6日間を
最低販売価格12 万 6500 円で発売
（前年まで30万円前後）

127,749人

158,827 人
ジャルパック集客数 2,192人

212,409 人
ジャルパック集客数 2,751人

267,538 人
ジャルパック集客数 4,176人
343,542 人
ジャルパック集客数 5,822人

492,880人
ジャルパック集客数 10,059人

663,467人
ジャルパック集客数 29,999人

業界の動き 航空会社の動き パッケージツアーの動き 海外渡航者数

JALPAK50

1964-2014まだ見知   らぬ空へ
Text by Izumi Saegusa三枝 和＝文

今
か
ら

羽田に駐機し整備を受ける機体番号8005のダグラスDC-8。日の丸をつけ1960年11月から1974年5月まで世界の空を飛んだ。
1965年に作成されたジャル
パックのカタログ第1号。

羽田を発つ旅行客。ジャルパックの
ロゴ入りバッグが見える。

1964年７月。試運転で海岸沿いを走る東京モノレール。

1964年に作られた新聞広告。「ビキニを着たって平気です」が効く。
1965年4月10日、ジャルパック第一陣
ヨーロッパ16日間コースが出発。

黎明期のパッケージツアーと日本
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際
競
争
力
と
い
う
言
葉
は
な
い
。
圧
倒

的
な
外
貨
不
足
の
た
め
、政
府
は
輸
出

で
得
た
貴
重
な
外
貨
を
国
内
に
留
め
る

た
め
に
、国
民
の
外
貨
両
替
を
規
制
し

て
い
た
。ま
た
、国
内
産
業
を
保
護
す

る
た
め
に
、外
国
資
本
か
ら
日
本
へ
の

投
資
も
制
限
し
て
い
た
。し
か
し
、日

本
経
済
が
復
興
す
る
に
つ
れ
、他
の
先

進
国
か
ら
「
日
本
も
、も
う
一
人
前
の

国
ら
し
く
、為
替
や
貿
易
の
規
制
を
や

め
て
経
済
を
自
由
化
す
る
よ
う
に
」
と

勧
告
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
九
六
〇
年
に
は
、貿
易
為
替
自
由

化
計
画
大
綱
が
決
定
さ
れ
、三
年
後
ま

で
に
貿
易
や
為
替
の
自
由
化
を
進
め
る

と
い
う
方
針
が
発
表
さ
れ
た
。そ
し
て

一
九
六
四
年
四
月
、日
本
は
当
時
「
先

進
国
ク
ラ
ブ
」
と
も
呼
ば
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
に
正
式
加
盟
を
果
た
す
。こ
れ
に
よ

り
外
資
の
日
本
へ
の
投
資
を
制
限
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
り
、同
時
に
Ｉ

Ｍ
Ｆ
一
四
条
適
用
国（
脆
弱
な
経
済
を

理
由
に
外
貨
両
替
の
制
限
を
許
さ
れ

る
）か
ら
、国
際
収
支
が
悪
く
な
っ
て
も

為
替
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
八
条
適
用
国
に
移
行
す
る
。
日
本
は

外
国
と
モ
ノ
や
カ
ネ
の
移
動
を
自
由
に

行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
「
開
放
経
済

体
制
」
に
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。　

一
九
六
四
年

の
国
家
再
興
に
向
け
官
民
が
一
体
と
な

り
、そ
の
結
実
が
秋
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、同
年
に
外

国
と
モ
ノ
や
カ
ネ
の
移
動
が
自
由
に
な

っ
た
結
果
、四
月
に
は
日
本
人
の
海
外

旅
行
も
自
由
化
さ
れ
る
。そ
れ
ま
で
は
、

外
貨
の
流
失
を
防
ぐ
た
め
、日
本
人
の

海
外
渡
航
は
政
府
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
、

業
務
、学
問
、移
民
な
ど
の
目
的
が
あ
る

場
合
に
し
か
渡
航
の
許
可
が
お
り
な
か

っ
た
。つ
ま
り
、日
本
人
が
単
な
る
観

光
目
的
で
海
外
へ
行
く
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

　
し
か
し
「
自
由
化
」
と
い
っ
て
も
い

く
つ
か
の
制
約
が
あ
っ
た
。
渡
航
が
自

由
化
さ
れ
た
当
初
は
一
人
年
一
回
、外

貨
持
ち
出
し
は
五
〇
〇
ド
ル
ま
で
と
い

う
制
限
付
き
だ
っ
た
。
為
替
が
一
ド
ル

三
六
〇
円
に
固
定
さ
れ
て
い
た
時
代
だ

か
ら
、五
〇
〇
ド
ル
は
一
八
万
円
だ
。

一
九
六
五
年
の
大
卒
初
任
給
は
約
二
万

円
、都
バ
ス
の
運
賃
が
二
〇
円
と
い
う

時
代
だ
か
ら
、い
か
に
円
安
で
あ
っ
た

か
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ハ
ワ
イ
で
コ

ー
ラ
を
買
う
金
額
で
、日
本
で
は
バ
ス

に
四
、五
回
は
乗
れ
た
だ
ろ
う
。ま
た
、

今
で
こ
そ
海
外
旅
行
に
必
携
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
は
、前
年
に
ダ
イ
ナ
ー
ス

カ
ー
ド
が
日
本
で
も
発
行
を
始
め
て
い

た
が
、市
民
に
普
及
す
る
の
は
そ
れ
か

ら
数
十
年
の
歳
月
を
要
し
た
。ま
た
六

四
年
に
は
当
時
の
K
D
D
と
A
T
&
T

社
に
よ
り
太
平
洋
横
断
海
底
ケ
ー
ブ
ル

が
敷
設
さ
れ
、日
米
の
国
際
電
話
の
接

続
が
容
易
に
な
っ
た
も
の
の
、ホ
テ
ル

の
予
約
を
個
人
で
行
う
に
は
、支
払
い

も
含
め
て
難
易
度
が
高
か
っ
た
。

1978年に発売された「ジャルパック・ゼロ」のカタログ
（右）と6月に出発した第1便（上）。「もっと自由な時間が欲
しい」「個人で動きたい」といったニーズに応えた。

1985年の「プラザ合意」以降、為替は大きな変動
を見せ始める。86年には150円台の取引も見ら
れるようになり、同時に日本人の海外への出国も
飛躍的に増加していく。

為替相場と旅行者数の変遷

JALPAK50
1964-2014

こ
う
し
て

出国日本人数
訪日外国人数
米ドル交換レート

資料／法務省「出入国管理統計」日本銀行
（年）

（万人） （円）

1970年に就航したボーイング747。同年７月より変更となった5代目の制服を着たキャビンクルーとともに。

1981年に開設された「リン・リン・ダイヤル」。当初は夏休み専用の、海外旅行相談コーナーとして作られた。
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っ
た
決
め
ら
れ
た
人
々
を
決
め
ら
れ
た

場
所
に
運
ぶ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
、日
本
航
空
の
福
岡
支
店

に
は
米
軍
基
地
に
勤
務
す
る
家
族
を
対

象
と
し
た
「
ク
リ
ス
マ
ス・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ・ツ
ア
ー
」
の
実
績
が
あ
り
、担
当

者
が
本
社
に
転
勤
と
な
っ
た
こ
と
で
情

報
が
共
有
さ
れ
、商
品
開
発
が
進
ん
だ
。

ど
こ
か
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
人
の
た

め
で
な
く
、ど
こ
か
へ
行
く
よ
う
に
説

得
す
る
時
代
が
始
ま
り
、日
本
で
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
は
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
が

先
駆
と
な
っ
た
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
や
航
空
券
は
添
乗
員
が

預
か
っ
て
、出
入
国
カ
ー
ド
も
宿
泊
カ

ー
ド
も
書
い
て
く
れ
る
。「
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ａ
Ｋ
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
揃
い

の
バ
ッ
グ
を
肩
に
下
げ
、現
地
で
は
手

配
さ
れ
た
バ
ス
に
乗
れ
ば
ホ
テ
ル
に
到

着
、翌
日
に
は
美
術
館
や
市
内
観
光
に

も
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。す
で
に
予

約
済
み
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、黙

っ
て
い
て
も
人
気
の
料
理
が
運
ば
れ
て
、

ウ
ェ
イ
タ
ー
と
会
話
を
す
る
必
要
も
な

い
。
会
計
は
チ
ッ
プ
を
含
め
て
す
べ
て

済
ま
せ
て
く
れ
て
い
た
。も
ち
ろ
ん
、

出
発
前
に
は
事
前
説
明
会
が
開
か
れ
、

現
地
の
気
候
風
土
や
見
所
、必
要
な
持

ち
物
な
ど
は
教
え
ら
れ
て
い
た
。
旅
行

中
に
配
ら
れ
る
土
産
物
の
申
込
書
を
記

入
す
れ
ば
、羽
田
空
港
で
包
装
さ
れ
た

土
産
物
を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
た
の

だ
。

　
当
時
の
広
告
コ
ピ
ー
に
は
、「
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
が
ご
案
内
」「
日
本
語
で
行
け

る
」「
一
人
で
も
参
加
で
き
る
」「
必
要
経

費
は
ぜ
ん
ぶ
コ
ミ
」「
月
賦
が
き
く
」
と

あ
る
。
人
々
の
不
安
は
解
消
さ
れ
、ジ

ャ
ル
パ
ッ
ク
は
遠
い
海
外
を
夢
見
る

人
々
に
、踏
み
出
す
勇
気
を
与
え
た
の

で
あ
る
。
当
時
の
資
料
を
見
て
み
る
と
、

「
ワ
イ
キ
キ
な
ら
ビ
キ
ニ
を
着
た
っ
て

平
気
で
す
」
と
の
コ
ピ
ー
が
書
か
れ
た

新
聞
広
告
も
あ
る
。
当
時
の
人
々
は
、

そ
れ
ほ
ど
情
報
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
月
に
発

売
さ
れ
た
国
産
初
の
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
で
あ
る
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
の
最
初

の
商
品
は
「
ハ
ワ
イ
九
日
間
」
三
七
万

八
〇
〇
〇
円
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
六
日

間
」
六
七
万
五
〇
〇
〇
円
な
ど
計
七
コ

ー
ス
だ
っ
た
。
当
時
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
平
均
年
収
は
四
四
万
七
六
〇
〇
円
と

記
録
に
は
あ
り
、か
な
り
の
高
額
商
品

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、発
売
一

ヵ
月
後
で
予
約
は
二
〇
〇
〇
人
を
突
破
。

数
ヵ
月
後
に
は
臨
時
増
便
を
出
す
ほ
ど

の
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。

に
入
る
と
、

海
外
旅
行
は
さ
ら
に
大
衆
化
し
、爆
発

的
な
ブ
ー
ム
と
な
る
。
ジ
ャ
ン
ボ
機
の

導
入
に
よ
っ
て
大
量
輸
送
が
可
能
に
な

り
、団
体
割
引
料
金
が
導
入
さ
れ
、ツ
ア

ー
価
格
が
一
気
に
下
が
っ
た
か
ら
だ
。

ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
の
ハ
ワ
イ
コ
ー
ス
で
見

る
と
、六
五
年
に
は
九
日
間
で
約
三
八

万
円
だ
っ
た
が
、七
〇
年
に
は
六
日
間

で
約
一
五
万
円
と
な
っ
た
。
ジ
ャ
ル
パ

ッ
ク
の
利
用
者
は
六
九
年
に
は
前
年
の

約
二
倍
の
一
万
人
、七
〇
年
に
は
約
三

万
人
と
急
伸
し
た
。
日
本
全
体
で
も
六

四
年
の
自
由
化
当
初
に
一
三
万
人
弱
だ

っ
た
出
国
者
数
は
、七
二
年
に
は
一
〇

〇
万
人
を
超
え
、七
七
年
に
は
三
〇
〇

万
人
を
突
破
す
る
の
で
あ
る
。

　
海
外
旅
行
者
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、

リ
ピ
ー
タ
ー
は
新
た
な
旅
先
を
求
め
、

旅
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
た
。
流
行
の

雑
誌
で
情
報
を
仕
入
れ
た
若
い
女
性
を

中
心
に
「
お
仕
着
せ
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
を
敬
遠
し
、航
空
チ
ケ
ッ
ト
と

ホ
テ
ル
の
手
配
だ
け
の
ツ
ア
ー
が
喜
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
航
空
運
賃

の
引
き
下
げ
が
ツ
ア
ー
の
価
格
競
争
を

基
本
の
考
え
方
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
か
ら
も
J
A
L
グ
ル
ー
プ
だ

か
ら
で
き
る
、ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
だ
か
ら

で
き
る
こ
と
を
考
え
、国
内
も
海
外
も

問
わ
ず
、お
客
さ
ま
の
期
待
を
超
え
る

旅
の
提
供
と
新
し
い
旅
を
追
求
し
て
、

付
加
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
の
企
業
理
念
は

〈
安
心
と
品
質
の
「
い
い
旅
、あ
た
ら
し

い
旅
」
を
お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
、平
和
で
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢

献
し
ま
す
。〉
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

れ
を
こ
れ
か
ら
の
五
〇
年
も
お
約
束
し

て
い
き
ま
す
」
と
語
る
。

現
在
は
、読

め
な
い
言
語
も
瞬
時
に
翻
訳
さ
れ
、各

国
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
携
帯
情

報
端
末
に
ま
で
届
く
。
一
週
間
後
に
訪

れ
る
予
定
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
住
所
を
グ

ー
グ
ル
ア
ー
ス
で
検
索
す
れ
ば
、そ
こ

に
佇
む
自
分
が
得
ら
れ
る
風
景
ま
で
も
、

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
に
何
が
あ
る
の
か
、ほ
と
ん
ど

分
か
ら
な
か
っ
た
一
九
六
四
年
か
ら
半

世
紀
。
私
た
ち
の
旅
の
準
備
は
大
き
く

変
わ
り
、求
め
る
「
安
心
」
や
「
満
足
」、

「
情
報
」
も
当
時
と
は
比
較
に
な
ら
な

い
。し
か
し
、ど
ん
な
に
時
代
が
変
わ

っ
て
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
を
作
り
上

げ
る
人
間
は
、帰
国
さ
れ
た
す
べ
て
の

お
客
さ
ま
が
、笑
顔
で
あ
る
こ
と
を
祈

る
。そ
れ
は
あ
の
時
も
、こ
れ
か
ら
も
、

同
じ
な
の
だ
。　
　
　
　
　

 　
　

  

*
I
A
T
A
：
運
賃
な
ど
を
決
め
る
た
め
に

各
国
航
空
会
社
で
作
っ
て
い
る
国
際
航
空
運

送
協
会
の
略
称

資
料
：「
大
い
な
る
決
断
」
柳
田
邦
男　
講

談
社
文
庫

写
真　
毎
日
新
聞
社（
P.
1
0
8
、1
0
9
）

共
同
通
信
社
（
P.
1
1
0
）

　
ホ
テ
ル
や
交
通
の
手
配
も
で
き
な
い
、

現
地
の
事
情
も
分
か
ら
な
い
。そ
し
て

そ
も
そ
も
ど
れ
ほ
ど
費
用
が
か
か
る
の

か
も
分
か
ら
な
い
。そ
ん
な
日
本
人
の

海
外
旅
行
に
ま
つ
わ
る
不
安
を
徹
底
的

に
取
り
除
く
旅
行
商
品
と
し
て
、「
ジ

ャ
ル
パ
ッ
ク
」
が
発
売
さ
れ
た
の
は
一

九
六
五
年
一
月
で
あ
る
。
航
空
運
賃
、

宿
泊
代
、現
地
で
の
交
通
費
、食
事
代
、

チ
ッ
プ
、添
乗
員
の
ガ
イ
ド
ま
で
旅
の

す
べ
て
を
セ
ッ
ト
に
し
、小
遣
い
だ
け

を
持
っ
て
安
心
し
て
出
発
で
き
る
「
パ

ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
」
だ
っ
た
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
始
ま
り
は
一

八
四
一
年
、イ
ギ
リ
ス
人
ト
ー
マ
ス・ク

ッ
ク
が
募
集
し
た
禁
酒
運
動
の
集
会
に

参
加
す
る
た
め
の
ツ
ア
ー
と
い
わ
れ
て

い
る
。こ
れ
は
臨
時
列
車
を
出
し
、乗

客
が
往
復
運
賃
と
食
事
代
込
み
で
日
帰

り
旅
行
が
で
き
る
よ
う
手
配
し
た
も
の

で
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
原
点
と
な

っ
た
。
一
九
六
四
年
当
時
、I
A
T
A

（
国
際
航
空
運
送
協
会
）の
規
定
で
は

「
ツ
ア
ー
」
と
は
出
発
日
時
、便
名
、旅

程
、ホ
テ
ル
が
セ
ッ
ト
に
な
り
、不
特
定

多
数
の
乗
客
を
集
め
る
も
の
、と
決
め

ら
れ
て
い
た
が
、日
本
に
お
い
て
は
業

務
視
察
団
の
た
め
に
旅
程
を
組
む
と
い

加
速
し
た
。

　
一
九
八
五
年
九
月
。
G
5
（
先
進
五

ヵ
国
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
）、通

称
プ
ラ
ザ
合
意
発
表
の
翌
日
、為
替
レ

ー
ト
は
一
ド
ル
二
三
五
円
か
ら
約
二
〇

円
下
落
し
た
。
一
年
後
に
は
ド
ル
の
価

値
は
さ
ら
に
下
が
り
、一
五
〇
円
台
で

取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ジ
ャ
ル

パ
ッ
ク
で
は
そ
の
二
年
後
、一
九
八
七

年
初
頭
に
価
格
重
視
を
前
面
に
打
ち
出

し
た
第
二
ブ
ラ
ン
ド
「
Ａ
Ｖ
Ａ
」（
名
前

の
由
来
は
「
あ
な
た
の
ヴ
ァ
カ
ン
ス
」

と
言
わ
れ
る
）の
販
売
を
開
始
。
九
一

年
に
は
一
人
一
人
が
「
し
た
い
」
旅
を

楽
し
む「
ア
イ
ル（
I'll
）」を
打
ち
出
し

た
。
以
降
、A
G
O
R
A
誌
上
で
は
お

な
じ
み
の
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
で
行
く

「
ポ
レ
イ
ア
」、最
少
催
行
人
数
を
二
名

と
し
た
「
ポ
レ
イ
ア
デ
ュ
オ
」
な
ど
、

多
様
化
す
る
お
客
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
旅
行
商
品
を
開
発
し
て

現
在
に
至
る
。
株
式
会
社
ジ
ャ
ル
パ
ッ

ク
代
表
取
締
役
社
長
の
二
宮
秀
生
に
、

あ
の
と
き
と
こ
れ
か
ら
の
ジ
ャ
ル
パ
ッ

ク
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
御
存
じ
の
よ
う
に
ジ
ャ
ル
パ
ッ
ク
と

い
う
商
品
が
生
ま
れ
る
前
は
、ビ
ジ
ネ

ス
需
要
の
手
配
を
す
る
と
い
う
の
が
旅

行
会
社
の
役
割
で
し
た
。
一
九
六
四
年

の
自
由
化
以
降
は
観
光
の
需
要
を
創
出

す
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
、結
果
宣
伝
に

も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
商
品
に
必

要
な
の
は
そ
の
時
代
時
代
の
新
し
い
提

案
で
す
か
ら
、半
世
紀
の
時
を
経
て
も

1991年に第1ブランドの「JALPAK」を改名「アイル（I’ll）」と変更。斬新な広告が話題に。

ジャルパック50周年記念商品のパンフレット。
「新しい旅」がまた始まる。

1987年に発表された「AVA」は低価格志向の
学生やサラリーマン、OLの支持を得た。

1989年、25年目を迎えたジャルパックの商品。
ワイキキの現モアナサーフライダー ウェスティン 
リゾート&スパの部屋を押さえ「部屋指定」という
カテゴリを作った。

JALPAK50
1964-2014

一九
六
五
年

私
た
ち
の

七
〇
年
代


